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  来日して取り組んだ版画表現において、モンゴル人としての DNA の上に埋め込まれて
いるであろう血の中にある感性が見出した素材として、皮革の可能性の探求が浮かび上
  
がった。電子顕微鏡を使った皮革組織の分析などを基にして、紙、なかでも和紙に替わ
りうるものとしての可能性の可否を探ることは、動物皮革の種類の多さゆえの複雑さが
まず想定されたが、その探究心が版表現における革紙の可能性に基準となる初めてのも
のを示すこととなった。 
複数性を前提としながらも和紙を支持体とした従来の木版表現のなかに、モノタイプ
(版画でありながら 1 点もの)に通じている表現から生まれている数少ない作品などの先
行表現の存在があった。それゆえに革紙による木版表現の可能性を追い求める動機をそ
の感性が導いたものと考えられる。 
皮との対話を繰り返しまとめ上げたものは、還元、循環するもの、内在する、埋め込
まれたものとして認めざるを得ない現実。それは、食料としてある動物の肉、それを覆
う皮そして流れている血液や骨などをどのように扱うのかというモンゴル人にとって
重要な認識につながることであった。膠は木版画表現に欠くことが出来ない墨を生み出
すために欠かすことの出来ない素材であり、それはそれら動物の皮や骨や筋などを煮詰
めることにより我々人間が手にすることが出来るものであった。革紙による木版印刷の
可能性を高めたものは定着剤として通常の糊の代わりに加えられる膠であり、版画とし
ての褶刷(印刷)行為が、皮に膠を戻すということと重なり合う不思議な整合性でもあっ
た。このことはまさに循環という我々人類に課された現代の課題にも符合するのである。 
革紙を支持体とした王松林の版表現の追求は、まだ端緒についたばかりであるが、謙
虚な研究者の側面としての提出論文と、緻密な創作者である王松林の表現と、研究の成
果としての個展形式による研究作品の発表が示す内容は、今後の表現展開の更なる成果
につながることを確信する。よって博士の学位を与えるのに十分であると結論した。 
